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つながるサービス
 AI、IoT、クラウド、セキュリティを中心としたデジタル技術をつないで、

データを価値に変換するインテリジェントなサービスを提供

 ヒューマンセントリック・インテリジェントソサエティの実現を目指す

富士通のアプローチ

産業のデジタル革新
 Knowledge Integration 

 インダストリー・プラットフォーム

プラットフォームとエコシステム

 Digital Business Platform MetaArc

 オープンイノベーション

テクノロジー・ブレイクスルー
 Human Centric AI Zinrai 「説明可能なAI」

 デジタルアニーラ、など
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ヒューマンセントリック・インテリジェントソサエティと

SDGsの方向性は一致

富士通は、ビジョンの実現を通してSDGsの実現に貢献

共通のゴール達成に向けて
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デジタル革新を支えるテクノロジーやサービスにより脱炭素社会の実現に貢献すると

共に、2050年に自らのCO2ゼロエミッションを目指す
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FUJITSU Climate and Energy Vision

自ら
CO2 ゼロエミッションの実現

適応
社会の適応策への貢献

緩和
脱炭素社会への貢献
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ICTインフラの省エネ

 環境大臣表彰受賞（2017, 18年の2年連続）

・ 外気で冷やす水冷モデル採用により、

消費電力▲47%

Copyright 2018 FUJITSU LIMITED4

PRIMERGY CX600 液浸冷却システム

・ 空冷システムに比べてサーバシステム

全体の消費電力▲約40%
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ICTの提供によるGHG削減

Copyright 2018 FUJITSU LIMITED

目標
3,800
万トン
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2050年：持続可能な豊かな社会
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出所： 「企業行動憲章 実行の手引き（第7版）」（経団連）
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Source:
RE100 Progress and Insights Report, 
Jan.2018

 欧米の主要ICT企業が、再エネへのシフトをリード

ICT企業の再エネシフト
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ICTによる低・脱炭素社会への貢献
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出所：ITソリューションによる温暖化対策貢献
（JEITA）
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 AIが進化する中、どのような未来を

創るのかを選択しなければならない

 成功はAIではなく、それを使う

人にかかっている

 様々な分野で発生するデータと

人々の知見をつないでヒューマン

セントリックな価値を共創

ヒューマン
セントリックな未来
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